
第３回湖南市図書館基本計画策定委員会 次第 

 

日時 令和８年(2026 年)10 月 16 日 午後１２時30 分～ 

午後２時30 分 

場所 湖南市甲西図書館２階 視聴覚室  

 

１．開会・あいさつ 

 

２．議事 

 

(1)湖南市図書館基本計画（案）について 

 

(2) アンケート調査の結果について 

 

(3) 先進地視察について 

 

 

３．その他 

 

４．閉会 

 

配布資料  ・次第 

        ・アンケート調査の結果について 
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湖南市図書館基本計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和９年(2027 年)３月 

湖南市教育委員会 

 

  

資料１ 
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はじめに 

 

湖南市立図書館は、開館以来、市民の学びや交流、地域の情報を支える大切な場と

して、その役割を果たしてきました。誰もが気軽に立ち寄り、必要な情報にふれ、本

や人との出会いを通して豊かな時間を過ごせる場所として、図書館は市民の暮らしに

寄り添ってきました。 

 

近年、社会の変化はますます速くなり、子どもたちの学び方や市民の情報の得方も

多様になっています。また、人口減少や少子高齢化、公共施設の老朽化など、図書館

を取り巻く環境にも大きな課題があります。こうした中にあっても、図書館が市民の

暮らしに寄り添い、必要とされる存在であり続けることが大切だと考えています。 

 

このたび湖南市では、図書館に関する基本計画をまとめました。本計画は、これか

らの図書館のあり方を整理し、よりよいサービスを市民の皆様に届けるための道しる

べとなるものです。市民の声を大切にしながら、関係機関と連携し、図書館の魅力を

さらに高めてまいります。 

 

湖南市立図書館が「人と知と文化が交わる場」として、地域に親しまれ、愛される

施設であり続けるよう、引き続き取り組んでまいります。 

 

 

 

 

令和９年３月 

 

 

湖南市教育委員会 
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目次 
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第１章 計画策定の基本方針 

（１）図書館基本計画策定の趣旨 

  湖南市立図書館は、甲西町立図書館、石部町立図書館の開館以来、市民の「暮ら

しの中に図書館を」を基本目標に掲げ、資料の収集・保存・提供や読書活動の推進

など、本と人をつなぐ取組みを進めてきました。これまでに「湖南市子ども読書活

動推進計画」や「湖南市読書バリアフリー計画」を策定し、子どもから高齢者、障

がいのある方まで、誰もが読書に親しめる環境づくりに取り組んできました。 

一方で、人口減少や少子高齢化の進行、公共施設の老朽化など、図書館を取り巻

く環境は大きく変化しています。こうした中、限られた資源を有効に活用しなが

ら、これからも安定して図書館サービスを提供していくためには、将来を見据えた

運営の方向性を示すことが必要です。 

こうした状況を踏まえ、湖南市では、このたび、図書館に関する基本計画を策定

することとしました。本計画は、図書館法に基づく望ましい基準や本市の関連計画

との整合を図りながら、湖南市立図書館がこれからも市民に親しまれ、学びや暮ら

しを支える場として役割を果たしていくための基本的な考え方を示すものです。 
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（２）計画の位置づけ 

本計画は、「第三次湖南市総合計画」及び「第 3期湖南市教育振興プラン」を上

位計画と位置づけ、教育振興プランの個別計画として策定いたしました。 

また、上位法である図書館法や文部科学省の告示「図書館の設置及び運営上の望

ましい基準」に基づき作成しており、湖南市の関連計画との整合を図りながら、サ

ービスの質の向上と効率的かつ効果的な運営を目指しています。 
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本計画とＳＤＧｓの関係 

ＳＤＧｓ(Sustainable Development Goals)とは、地球上の「誰ー人取り残さな 

い」社会の実現を目指す世界共通の『持続可能な開発目標』のことです。ＳＤＧs

は、社会、経済、環境の 3 側面から捉えることのできる 17 の目標を、総合的に解

決しながら持続可能なよりよい未来を築くことを目標としています。 

湖南市は、2020 年(令和 2 年)7 月にＳＤＧｓ未来都市として内閣総理大臣から認

定を受けており、ＳＤＧｓの理念に基づき地域課題の解決につなげていきます。 

本計画には、ＳＤＧｓの 17 の目標のうち、次の 5 つの目標が大きく関わってい

ます。関連する目標については、基本方針に表記しています。  

 

 

 

 

（３）計画の期間 

  令和９（2027）年度から令和 13（2031）年度までの５年間とします。 
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第２章 図書館を取り巻く現状と課題 
（１）国の政策動向 

〇人口減少社会における図書館の地域的機能と役割 

人口減少が進む地域では、図書館は地域の「ハブ」や学校の「中心」としての役

割を強めています。資料提供だけでなく、住民の交流の場として機能し、情報発信

や学びの拠点となっています。特に学校図書館は児童生徒の個性を伸ばし、多様な

学びの場として地域や学校の中心的存在であり、地域社会や教育の要として期待さ

れています。利用者数は減少傾向ですが、社会教育施設と連携したサービス強化が

求められます。 
 

〇デジタル化の推進とユニバーサルアクセスの確保 

図書館は電子書籍やデジタルサービスを積極導入し、ICT 活用で利便性を高めて

います。高齢者や障がい者、地域外者も含めたユニバーサルアクセスの実現を目指

し、バリアフリー化や多言語対応を進めています。利用制限や設備投資の課題もあ

るものの、電子書籍導入のリーダーシップや地域連携、読書バリアフリー計画に基

づく取り組みが進んでおり、情報格差解消と利用環境の整備が重要です。 
 

〇読む×集う×学ぶ＝サードプレイス*としての多機能化 

図書館は「読む」「集う」「学ぶ」を柱に、多様なニーズに応えたサービス提供や

学習機会の創出、ボランティア活動の促進を図り、多機能化を進めています。これ

により地域や学校における学びと交流の重要な拠点となり、サードプレイスとして

の役割を果たしています。 
 

〇国の支援と政策による図書館体制の強化 

国は学校図書館の配置基準見直しや専門職員育成、教育現場との連携強化に努め

ています。研修充実や採用促進、デジタル化対応、バリアフリー推進にも力を入

れ、地方公共団体への支援拡充や制度整備を通じて、地域に根ざした持続可能な図

書館運営を目指し、機能強化と質の向上を図っています。 
 

〇地域連携と共創による持続可能な図書館運営 

図書館は教育機関や行政、NPO、住民団体と連携し、地域課題の解決や文化振興

を目指す共創の場となっています。地域内外のリソースを活用したネットワーク形

成や情報共有を推進し、ボランティアや専門家の協力で多様なサービス展開に努め

ています。運営コストの最適化と利用者満足度の向上を両立し、地域に根ざした持

続可能な図書館づくりが進み、学びと交流の文化創造が期待されています。 
出典：図書館・学校図書館の運営の充実に関する有識者会議 日本全国の図書館を取り巻く現状 ～読む×集う×学

ぶ＝新たな地域共創へ～図書館が拓く未来の学びと地域社会 （報告書） 

＊サードプレイス：家庭や職場・学校とは異なる、誰もが気軽に集い、多様な世代の学びや交流を生み出す居心地の

良い第三の場所。 
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（２）県の政策動向 

〇図書館の役割と県民ニーズの変化 

滋賀県では、県民の「知りたい」「学びたい」という多様なニーズに応えるた

め、情報提供の充実が図られています。特に、多様な学びや教育支援を進めるとと

もに、地域の特性を生かした図書館の運営を重要視しています。子どもの読書活動

の支援や高齢者向けサービスの充実も課題となっています。 
 

〇複雑化する図書館の現状と課題 

図書館は資料の貸し出しだけでなく、最新の技術を活用した情報サービスや地域

交流の拠点としての役割も担っています。電子書籍やデジタル資料の導入が進む一

方、ICT の活用や利用者対応、施設設備の充実も求められています。職員の専門性

向上や多機能化にも対応が必要です。 
 

〇図書館ネットワークと情報提供体制の整備 

県内の図書館同士は連携を強化し、資料の共同利用や検索・予約サービスの拡充

を進めています。市町立図書館間でもネットワークを整備し、電子資料やデータベ

ースの共有体制も整いつつあります。これにより、利用者の利便性向上を目指して

います。 
 

〇子どもの読書活動推進 

子どもたちが豊かに読書できる環境づくりに力を入れており、児童書の充実や読

み聞かせ、図書展示、学習支援イベントなどを展開しています。学校や地域、図書

館が連携することで、読書習慣の定着や学びの支援を強化しています。 
 

〇図書館資料の管理・保存とサービス基盤 

資料の収集や保存、管理に際してはデジタル化を進めつつ、劣化防止にも努めて

います。ICT を活用した検索や閲覧支援、貸し出し・返却サービスの効率化も重視

しています。資料の長期保存とサービスの質向上を両立させるため、専門職員の育

成も進めています。 
 
 
 
 
 
 
 

出典：滋賀県教育委員会 これからの滋賀県立図書館のあり方 
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（３）湖南市の図書館を取り巻く状況 

１．人口動態と財政環境 

本市においては、今後 10 年程度の間に人口減少と高齢化が同時に進行し、総人口

は現在の 54,000 人規模から 50,000 人規模に減少することが見込まれるほか、年少人

口や生産年齢人口の減少、さらに高齢化率が 30％を超える見通しとなっています。 

 財政面においては、直ちに危機的な状況になるものではありませんが、地方交付税

の減少が見込まれる一方、市全体で公共施設の更新時期を迎え、大型投資や大規模改

修事業が予定されています。こうした人口構造の変化や限られた財政環境の中でも、

持続可能な図書館サービスを維持・発展させていくことが求められています。 

 

２．市民ニーズと意識の動向 

市民ニーズを的確に把握するため、市民ワークショップ、市民意識調査（アンケー

ト）、および各地域まちづくり協議会に対するヒアリングを実施しました。 
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①市民意識調査（アンケート） 

アンケート結果から見える課題等 

※ [ここに市民アンケート調査の分析結果を反映・記載する予定] 
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②市民ワークショップ 

 

【ワークショップの概要】 

図書館基本計画の策定に向けて、市民の多様な意見やアイデアを計画に反映させる

ため、幅広い世代を対象としたのワークショップを開催し、意見交換を行いました。 

 開催日時: 令和８年９月 26 日（土） 14:00〜16:00 

 場所: 湖南市立甲西図書館２階 視聴覚室 

 参加者: 19 名（中学生・高校生、一般市民） ＋ 事務局 

 話題提供、グループワーク進行及び講評： 

森 美由紀 氏（梅花女子大学 准教授） 

 テーマ: 「図書館であなたがしたいこと」「図書館だからできること」 

 グループ編成: 全５グループ（※グループ５は中高生のみで編成） 
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【主な意見・アイデア】  

図書館であなた

がしたいこと 

図書館だから  
できること 
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【グループ別 代表意見の整理】 

 

グループ 1  

 空間・居場所に関する意見: 

o こどもやお母さんがほっとする居場所をつくりたい。 

o 自由に自習スペースを使いたい。ゆっくり過ごしたい。何も考えず本

に浸りたい。 

o 気分転換が無料でできる、予約せずに使える公共施設。 

 対象・交流に関する意見: 

o 中学生、高校生、大学生に使いやすい施設にしたい。湖南市在住の外

国人が身近に来られるような場所にしたい。 

o 図書館を中心とした人の流れを作りたい（まちづくり）。身近に歩いて

行ける図書館を大切にしたい。 

 

グループ 2  

 読書・講座・イベントに関する意見: 

o 名産展示、受賞本のコーナー。 

o 文化、地域の歴史の講座開催。子どもたちに本の楽しさを感じてもら

える企画（お話会から本へ、人形劇から本へ）。 

o 1 日中読書三昧。個室の自習スペース。 

 運営・スタッフに関する意見: 

o 資料専門のスタッフのいる場、利用者の相談に乗れる司書の人数は必

須。 

o 司書の再教育をしっかり計画的におこなえる。 

o 学校司書と図書館司書のつながりを密にする。 

 

グループ 3  

 空間・設備に関する意見: 

o ハコモノにお金をかけない、リノベーションで実現。 

o 体育館（雨でも夏でも子どもが遊べる）。雨がふっても無料で子どもを

連れていける場。 

o 動と静のものが一緒にある。飲食スペースがあればいいな。夜遅くま

で開いている図書館。 
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グループ 4  

 空間・環境に関する意見: 

o 悩んだとき、本を通し同じ悩みの方の実例にふれられる。 

o 開館時間の拡大、マンガの拡大、中庭の拡充。 

o 小さな声でしゃべれるスペースが必要。子どもがハイハイしても声を

上げても OK な空間。 

 運営・制度に関する意見: 

o 平和堂の 3 階など活用すれば。 

o 基本計画では「1 館体制」の前提を外した夢のある構想を（別館の必

要性）。 

 

グループ 5（中高生） 

 学習・過ごし方に関する意見: 

o 友人と気軽に課題やレポートをしたり、一緒に勉強したりできる場

所。 

o 友人と 1日過ごすための飲食スペース（ウォーターサーバーなど）。 

 切実なニーズ・新しい設備: 

o 本屋が少なくて本がなかなか買えないので本を売ってほしい。 

o マンガ、流行の本、ゲーム（ボードゲーム含め）、3D プリンタ等の設

備が使える。パソコン講座。運動できるスペース。 

 

 

 

【ワークショップのまとめ】 

今回の市民ワークショップでは、世代をこえて誰もが気軽に集える「サードプレイ

ス」としての居場所づくりや、滞在環境の充実を求める声が多く寄せられました。 

また、単発に終わらない体験的な読書推進の企画や、専門スタッフによる支援、学

校・地域との連携強化に対する期待も示されました。 

特に若い世代からは、友人同士で共に学び過ごせる学習環境といった、若者ならで

はのニーズが挙げられています。 
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③地域まちづくり協議会へヒアリング 

※ [ここにヒアリング結果を反映・記載する予定] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 
 

３．個別領域における現状と課題 

上記のようなマクロな環境変化および市民意識を踏まえ、本市の図書館運営にお

ける具体的な現状と課題を以下のように整理します。 

 

①若年層の利用促進に向けた課題  

現状：過去６年間の年齢別貸出状況によると、小学生までは利用が多いものの、

中学生・高校生世代になると利用が減少しています。さらに、大学生や社会

人初期の若年層も同様に利用低迷がみられます。市民ワークショップでは、

友人同士で勉強やコミュニケーションができる場所や、長時間の滞在が可能

な飲食スペースを望む声が寄せられました。これらのことから、若年層が

「本を借りる場所」としてだけでなく、「仲間と過ごすサードプレイス（居

場所）」としての機能を求めている実態が明らかになっています。 

課題：若年層に向けて YA（ヤングアダルト）コーナー等を設置しているものの、

さらなる来館や利用につながる魅力あるアプローチや居場所づくりの工夫が

課題となっています。今後は、単なる資料の提供にとどまらず、友人同士で共

に学び・過ごせる学習・コミュニケーションスペースの充実や、長時間の滞在

に対応した環境整備など、若年層が求める「サードプレイス」としての機能を

強化し、利用促進を図ることが喫緊の課題です。 

 

• ［※アンケートやヒアリングの意見や要望の反映余地］ 

 

②利用環境の多様化とサービスの拡充 

現状：これまで学習利用（自習）について制限していましたが、図書館で学ぼう

とする学生等の高まるニーズに応えるため、新たに学習スペースを設置しま

した。また、スマーとフォンを活用した学習スペースの予約機能の導入な

ど、利便性の向上を図る環境整備を進めてきました。さらに、市民ワークシ

ョップでは、全世代共通のニーズとして自由に使える自習スペースや個室・

会議室を活用した学習室、長時間でも疲れにくい家具の整備を求める声のほ

か、「小さな声でしゃべれるスペース」といった館内環境の向上を望む意見

が寄せられています。   

課題：多様化する学習・自習ニーズに対応するため、単なる席の提供にとどまら

ず、学習環境の快適性や、すでに導入している予約・利用管理システムのさ

らなる活用・改善など、質の高い学習支援体制へのアップデートが必要で

す。また、静かな空間と会話ができる空間のゾーニング（使い分け）の明確

化や、長時間滞在でも快適に過ごせる環境整備など、利用者の快適性と利便

性を両立させた空間づくりを進めることが重要な課題となっています。 
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［※アンケートやヒアリングの意見や要望の反映余地］ 

 

③イベント・地域交流活動 

  現状：読み聞かせ会や講座などの文化イベントを通じて地域の交流拠点となって

います。また、市民ワークショップでは、名産品の展示や受賞本コーナーの

設置、文化や歴史に関する講座の開催、子どもたちが本への親しみを深める

お話会や人形劇など、多種多様な企画を望む声が寄せられました。 

課題：これまで実施してきた多彩なイベントの魅力や情報を、より広く市民へ周

知・発信していくことが十分にできておらず、情報発信力の強化と参加機会

の拡充が課題となっています。さらに、イベントを単発の催しで終わらせ

ず、「お話会から本へ」「人形劇から本へ」と子どもたちが自然に読書の楽し

さを感じ、実際の図書や次への読書行動につながるような体験的なプログラ

ムや、市民が主体的に参加・交流できる仕組みづくりを一層進めていくこと

が求められています。 

 

 ［※アンケートやヒアリングの意見や要望の反映余地］ 

 

④地域連携の現状と課題  

  現状：学校、保育園等との連携協力等は一定進んでいます。また、市民ワークシ

ョップでは、学校司書と図書館司書の連携強化や、ブックスタートから来館

につながる仕組みづくり、市内を巡回する移動図書館（マツゾウくん）の積

極的な PRなど、子どもたちの読書環境を支える地域ぐるみの連携を期待す

る意見が寄せられています。 

課題：福祉施設等との連携は十分に進んでおらず、地域コミュニティや多様な関

係機関との協力体制をより重層的に構築し、地域全体で読書や学びを支える

仕組みづくりが必要です。今後は、学校司書をはじめ、学校や保育園、地域

住民や各種団体等とのつながりをさらに強め、子どもから大人までが日常生

活の中で自然に図書館サービスや読書活動へと誘われるような、実効性のあ

る連携・協働体制の強化が重要な課題となっています。 

 

 ［※アンケートやヒアリングの意見や要望の反映余地］ 

 

⑤行政連携の現状と課題 

 現状：福祉、教育、住宅、商工観光など庁内各課との連携による展示や講演会を

実施してきました。また、市民ワークショップでは、地域行事や外部施設と
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連携した情報発信や、世代や立場をこえて人がつながる多世代交流・協働の

推進を求める意見が寄せられています。 

課題：単発のイベントにとどまることが多く、行政が抱える課題の解決に向けた

本格的な協働には至っていません。幅広い市民が日常的に訪れる図書館の

「市民との高い接点」という特性を活かし、行政各課の施策や課題を市民へ

効果的に届けながら、行政課題の解決支援に積極的に取り組むための連携体

制の構築が求められています。 

 

 ［※アンケートやヒアリングの意見や要望の反映余地］ 

 

⑥利便性の向上とデジタル化に関する現状と課題 

  現状：地域の貴重な歴史的資産である『石部町史』や湖南三山の写真等をデジタ

ルアーカイブとして公開し、地域情報のデジタル化と活用を推進していま

す。また、スマートフォンやパソコンからの蔵書検索・貸出予約に加え、ス

マートフォンを活用した学習スペースの予約機能の導入、セルフ貸出機能や

電子書籍サービスの活用等を進めています。 

課題：一方で、こうした各種デジタルサービスや利便性の高い機能についての 

市民への認知・周知が十分に浸透しておらず、現在の利用が低迷している状

況にあります。今後は、サービスの導入にとどまらず、利用方法の分かりや

すい案内や効果的な情報発信を通じて、市民の利用促進を積極的に図ってい

くことが求められています。 

 

［※アンケートやヒアリングの意見や要望の反映余地］ 

 

⑦人的リソースと業務執行体制に関する現状と課題（持続可能な運営に向けて） 

 現状：日々の窓口維持や移動図書館の運行、必須のルーティン業務（返本、発

注、検収、各種事務処理等）には膨大なマンパワーが割かれており、職員が

日々の業務に追われ、新たなサービスや専門的な業務に注力できないのが実

態です。 

課題（改善に向けた方向性）：少子高齢化や厳しさを増す財政環境の中、現行の人

的リソースのままでは、個人の残業や無理をすることに頼らなければならな

い構造的な課題を抱えています。 

今後は、マンパワーに頼るだけの運営から脱却し、セルフ貸出機能や各種

予約システムの活用、ICT 化による業務効率化を一層推進します。これによ

り創出した余力を、専門的なレファレンス業務の充実や、新たな市民サービ

スの企画・展開へと戦略的にシフトさせ、「限られた人的リソースの中でも
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持続可能で質の高いサービスを提供し続けられる組織体制への刷新」が喫緊

の課題となっています。さらに、市民ワークショップ等では、利用者の相談

に乗れる専門スタッフの配置や、職員の研修・資質向上、学校司書との連携

強化などを求める声が寄せられており、市民が安心して利用できる質の高い

サービスを支えるため、計画的な人材の配置と育成をあわせて進めていくこ

とが求められます。 
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第３章 

■基本理念 

 

□□□□□□□□□□□□湖南市立図書館は、これまで資料の収集・保存・提供をはじめ、読書活動の推進

や学習機会の提供など、さまざまな図書館サービスを展開してきました。 

一方で、人口減少や少子高齢化、情報環境の変化など、図書館を取り巻く社会情

勢は大きく変化しています。また、若年層を中心とした利用の低迷や、多様な世代

が共に学び交流できる居場所を求める市民の声が寄せられています。 

こうした市民ニーズや、国や県の動向における「交流と学びの場（サードプレイ

ス）」としての役割を踏まえ、本計画では、これからの湖南市立図書館に求められ

る役割を整理し、基本理念を定めました。 

 

□□□□□□□□□□□□ 図書館を「本に出会う場所」から「人と知と文化が交わる場」に広げていきた

いという考えを込めています。読書や学びを支えるという図書館本来の役割を基

盤としながら、資料や情報、文化を通じて人がつながり、新たな学びや活動、価

値の発信へとつながる図書館を目指します。 

あわせて、日常生活の中で気軽に立ち寄れる、身近で居心地のよい空間として、

誰もが安心して過ごし、自分らしく学び、くつろぎ、必要な情報や交流に触れられ

る図書館を目指します。こうした取組みを通じて、一人ひとりの心身の満足感や生

活の質、すなわちウェルビーイングの向上につなげていきます。 

 

＊ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に良好な状態を意味し、快適で豊かな暮らしのこと 

暮らしの中に図書館を

～人と知と文化が交わる

みんなの図書館～

「本に出会う場所」を「交流と発信の場」
へさらに広げ、世代や背景を越えて集い、
新たな情報に出会える場とします。

日常の暮らしの一部として、一人ひと
りのウェルビーイング＊を叶えるため、
誰もが自然に足を運べる空間を目指し
ます。
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■基本方針（三つの柱） 

 

 

 
□□□□□□□□□□□□すべての世代が生涯にわたり学び続けられる環境を整えるために、知識と文化へ

の平等なアクセスを提供することが重要です。これにより、地域の文化や歴史を

継承・発展させるとともに、情報格差の解消に寄与します。 

多様な情報資源を充実させ、レファレンスサービスや学習支援の充実を図り、 

市民の誰もがいつでも気軽に利用できる環境を目指します。 

 

 

 

 
□□□□□□□□□□□□人々が心の安らぎを得てリラックスできる環境を整え、精神的な癒しと自己成長

を促すことが大切です。また、交流や支え合いを通じて地域のつながりを深め、

誰もが安心して訪れ、心身ともに健やかに育まれる居場所を創出することで、心

豊かな社会づくりに貢献します。 

 
 
 
 
 
□□□□□□□□□□□□市民参加型イベントやボランティア活動の拡充、多言語資料の充実を通じて、多

様な文化や価値観を尊重し、誰もが参加・交流できる共生社会を促進します。 

また、図書館が地域の情報を収集・整理・発信する拠点として、地域文化資源や

地域の魅力を広く伝えるとともに、関係機関や地域団体との連携により、地域の

活性化と情報発信機能の強化を図ります。  

 

 
 

  

１．知識と文化の情報拠点づくり            

情報を得るためにあらゆる世代の人が利用しやすい図書館 

２．癒やしや育みの居場所づくり 

誰もが安心して心地よく過ごせる図書館 

３．交流と発信の創造空間づくり 

様々な個性が出会い、集い、ともに創り上げていく図書館 
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■基本方針に基づく５つの基本目標 

 

 

□□□□□□□□□□□□多様な情報資源の整備と提供を通じて人と本を繋ぎ、誰もが気軽に知識や文化に

触れられる地域の拠点を目指します。また、身近な地域拠点施設等も視野に入

れ、館外における読書環境の充実を図ります。 
 

 

 

□□□□□□□□□□□□デジタル技術や学習環境を整え、専門性を持つ職員による質の高いレファレンス

や学習支援を提供します。市民一人ひとりの知的好奇心に応え、主体的な学びを多

角的に支えるサービスを充実させます。 

 

 

 

 

 

□□□□□□□□□□□□子どもたちが本に親しむ機会や読書環境を充実させるとともに、豊かな感性や 

創造力を育むための取組みを推進し、未来を担う世代の成長を支えます。 

 

 

 

□□□□□□□□□□□□利用者の声を丁寧に反映しながら、高齢者や障がい者をはじめ誰もが利用しやす

いバリアフリー対応や温かいサポートを充実させ、すべての人にとって快適で親し

みやすい施設環境を整えます。 

 

 

 

 

 

□□□□□□□□□□□□ 市民や多様な団体との協働を深めながら、地域の文化資源を広く発信します。

外国籍住民をはじめとする多様な人々が共に暮らす地域特性を活かし、お互いの

多様性への理解を深める取組みを共に展開します。 

 

    ①地域の情報・文化の拠点となる 
図書館の形成 

②市民の学びを支える図書館サービスの充実 

③子どもの読書と豊かな育ちを支える 
サービスの展開  

④誰もが利用しやすい快適な環境づくり 
 

⑤市民協働による価値の共創と 
多文化共生の推進 

１．知識と文化
の情報拠点 
づくり 

１．知識と文化
の情報拠点 
づくり 

２．癒やしや 
育みの居場所
づくり 

２．癒やしや 
育みの居場所
づくり 

３．交流と発信
の創造空間 
づくり 
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■体系図  

暮らしの中に図書

館を

～人と知と文化

が交わる場へ～

誰もが集うみん

なの図書館

１．知識と文化の情報拠点づくり ①地域の情報・文化の拠点となる図書館

の形成

②市民の学びを支える図書館サービスの

充実

２．癒しや育みの居場所づくり ③こどもの読書と豊かな育ちを支えるサ

ービスの展開

④誰もが利用しやすい快適な環境づくり

と多文化共生の推進

３．交流と発信の創造空間づくり ⑤市民協働による価値の共創

基本方針 基本理念 基本目標 
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幅広い資料の収集

と保存

利用者ニーズの把握

郷土資料の充実

行政・公共機関等

との連携

暮らしに役立つ情報収集 周知・発信

展示・事業実施

資料・情報提供の

充実

生涯学習を支える学びの企画の充実

図書館員のおすすめ本紹介

移動図書館・電子図書館の充実

レファレンスの充

実

外部研修の受講

図書館職員の資質

向上

内部研修の充実

読書環境の整備・

充実

ブックスタート事業の実施

年齢別のお話し会の実施

学校・園等との連

携

調べ学習への本紹介等支援

校外学習・職場体験実習の受入

絵本セット貸出実施

地域・企業との連

携

団体貸出サービスの実施・周知

予約本の受け取りサービス

企業のイベント協力・雑誌等スポンサー提供

快適な環境づくり

の支援

利用者の声の反映

ユニバーサルデザインの推進

多文化共生の推進 団体等との協働事業実施

多言語資料の充実や多文化理解を促進事業の展開

ボランティア活動

等市民参加の推進

団体との共催事業実施

学生のボランティア活動受入

地域文庫への支援

基本施策 具体的な取組み 



25 
 

第４章 

 基本施策と具体的な取組み 

 

 

〇幅広い資料の収集と保存 

・地域の文化や歴史に根ざした資料収集や分類の精度を高めるとともに、利用者アン

ケート等のニーズ把握を踏まえ、地域に不可欠な郷土資料の充実に努めます。 

・電子書籍や多言語資料の導入・拡充を進め、幅広い利用者のニーズに応えるととも

に、地域の文化や歴史への理解を深めることにつなげます。 

 

〇行政・公共機関等との連携 

・地域の施設や庁内各課・行政機関等と連携し、展示や事業実施、イベントの開催を

通じて、市民の暮らしに役立つ情報の収集および効果的な周知・発信を行います。 

・単発の行事に留まらず、行政が抱える課題の解決や市民への施策周知を見据えた、

協働による情報発信の仕組みづくりを検討・推進します。 

目標数値 

指標名 基準数

値 
令和７年度 

令和９年度 令和 10 年

度 

令和 11 年

度 

令和 12 年

度 

令和 13 年

度 

市関係課との

連携事業実施

数 

14 

事業 

     

 

 

 

 

 

 

①地域の情報・文化の拠点となる図書館の形成 
１．知識と文化
の情報拠点 
づくり 
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〇資料・情報提供の充実 

・読書会や講演会、親子ワークショップなどの多様なプログラムを企画・実施し、生

涯学習を支える学びの機会の充実を図ります。 

・図書館職員によるテーマ別のブックトークやおすすめ本紹介等の発信を強化し、利

用者が新たな本や知識・情報に出会う機会を広げます。 

・少子高齢化や地理的制約にも対応するため、移動図書館や電子図書館の機能・コン

テンツの充実を図り、利用者がより身近に資料や情報にアクセスできる環境を整えま

す。 

 

〇レファレンスの充実 

・学習支援や情報リテラシー講座の提供を通じて市民の生涯学習を支えるとともに、

職員の外部研修受講等を継続的に進め、専門的なレファレンス対応に関する知識・技

能の向上を図り、多様化する市民の相談に適切かつ迅速に応える体制を整えます。 

 

〇図書館職員の資質向上 

・刻々と変化する利用者ニーズやデジタル化への対応力を高めるため、内部研修の充

実を図り、利用者の相談にきめ細かく応じる専門性の向上や、計画的な人材育成に努

めます。 

 

目標数値 

指標名 基準数

値 
令和７年度 

令和９年度 令和 10 年

度 

令和 11 年

度 

令和 12 年

度 

令和 13 年

度 

実利用率* 
 

12.5 

％ 

     

事業に対する

市民満足度 

―      

 

*実利用率とは、当該年度中に図書館のサービス（貸出など）を実際に利用した実人数を、湖南市の人口

で割って算出します。住民全体のうち、どれくらいの人が実際に図書館を利用しているかを示すもので

す。 

②市民の学びを支える図書館サービスの充実 
１．知識と文化
の情報拠点 
づくり 
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〇読書環境の整備・充実 
・乳幼児期からの読書習慣の定着に向け、発達段階に応じた絵本との出会いの場を提

供するブックスタート事業や、年齢別・内容別のお話し会の充実を図ります。あわせ

て、単発の催しにとどまらず、お話会や人形劇から実際の図書や読書行動へと自然に

つながる体験的なプログラムの展開を図ります。 

 
〇学校・園等との連携 
・子どもたちの主体的な「調べ学習」を支える学校図書館支援や図書紹介の取り組み

を深化させます。また、学校司書と図書館司書の連携を強化し、読書環境を支える地

域ぐるみの連携体制づくりを進めます。 

・校外学習や職場体験実習の積極的な受入、絵本セットの計画的な団体貸出等を通じ

て、地域全体で子どもの読書環境を支える仕組みづくりを進めます。 

 

〇地域・企業との連携 
・地域との連携 

団体貸出サービスの周知・活用を進めるとともに、地域まちづくり協議会と連携し

て予約本の受け取りサービスを実施し、地域イベントの共催などを通じて協働の取組

を進めます。 

・企業との連携 

企業のイベント協力をはじめ、雑誌等のスポンサー提供を受けながら、地域産業の

紹介や連携による協働プロジェクトの展開を検討します。 

 

目標数値 

指標名 基準数

値 

令和７年度 

令和９年度 令和 10 年

度 

令和 11 年

度 

令和 12 年

度 

令和 13 年

度 

児童書貸出冊

数 

77,741 

冊 

     

児童への集会

事業等実施数 

65 

回 

     

 

  

③子どもの読書と豊かな育ちを支える 
サービスの展開  

２．癒やしや 
育みの居場所
づくり 
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〇快適な環境づくりの支援 

・利用者の声を反映しながらユニバーサルデザインの推進やバリアフリー化を図り、

誰もが気軽に訪れやすい環境を整えます。 

・Wi-Fi 環境やデジタル機器の利用環境を充実させるとともに、若年層（YA）が自然

に集い居心地よく過ごせる専用コーナーの魅力向上や、友人同士で共に学び・過ごせ

る滞在環境の充実、長時間利用に対応した快適な空間づくりの検討を進めるととも

に、親子向けイベントに対応した柔軟な空間活用の検討を進めます。 

 

 

目標数値 

指標名 基準数

値 
令和７年度 

令和９年度 令和 10 年

度 

令和 11 年

度 

令和 12 年

度 

令和 13 年

度 

来館者数 

 

66,216 

人 

     

(R7.6 月～甲西図書館) 

  

④誰もが利用しやすい快適な環境づくり       
２．癒やしや 
育みの居場所
づくり 
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〇多文化共生の推進 

・多様なバックグラウンドを持つ市民や関係団体等との協働事業を推進し、多文化理

解と相互交流の促進を図ります。 

・多言語資料の充実に加え、多文化共生をテーマとした啓発事業やイベントを展開

し、お互いの多様性を認め合い尊重し合える地域社会づくりに貢献します。 

 

〇ボランティア活動等市民参加の推進 

・地域団体等との共催事業を通じて、市民が主体的に参加・活躍できる機会を広げ、

図書館を核とした地域のつながりを深めます。 

・学生のボランティア活動を受け入れ、地域活動への参加を促進するとともに、次世

代の担い手育成につなげます。 

・地域文庫への支援や情報共有を行い、地域に根ざした草の根の読書活動や市民参加

の取組みを側面から支えます。 

 

 

目標数値 

指標名 基準数値 
令和７年度 

令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度 令和 13 年度 

市民との

協働事業

の年間開

催数 

２回      

 

  

⑤市民協働による価値の共創と多文化共生の 
  推進 

３．交流と発信
の創造空間 
づくり 
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第５章 甲西図書館リニューアル基本計画 
 
経緯 

 甲西図書館は、平成元年の開館以来、石部図書館とともに 35 年以上にわたり、本

市の読書推進や資料の保存・公開に大きく貢献してきました。しかし、施設や設備の

老朽化および利用者の減少により、かつての賑わいが薄れてきている状況です。 

こうした現状を踏まえ、令和８年３月に甲西図書館リニューアル基本構想を策定し

ました。この構想では、より多くの市民が集い、活用できる活気あふれる施設を目指

し、今後の基本設計や実施設計の基礎資料として、甲西図書館の目指す姿とリニュー

アルのコンセプトをまとめています。 

今回、基本構想を基に、これまでの策定委員会での議論や図書館基本計画を踏まえ

た甲西図書館リニューアル基本計画を策定いたします。 

本計画では、平成８年度の基本構想から導かれた広範な取組アイデアを、より具体

的な改修・取組項目として整理したものです。 

本計画に基づく改修や整備は、令和９年度の設計から令和 10 年度の工事につなげ

るための準備段階として位置づけており、計画的かつ効率的なリニューアルの推進を

目指します。 
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（１）甲西図書館の将来像 

甲西図書館は、市民が本と出会い、豊かな想像力を育む機会を創出するとともに、

市民の誰もが気軽に訪れ、思い思いの時間を過ごしながら、自分の居場所を見つける

ことができる施設を目指します。 

また、市民一人ひとりの向上心や探求心を支え、生涯にわたって学び続けることを

支援するとともに、市民が交流し、本市の魅力を再発見できる機会をつくります。 

さらに、市内全域に図書館サービスを提供するため、ICT 等を活用し、本市の読書

活動を推進する取組を行うとともに、森北公園や文化ホール等の周辺施設と連携し、

「憩いの文化ゾーン」全体の魅力向上に寄与します。 

 

（２）本リニューアルの前提条件（位置づけ） 

本リニューアルは、限られた財政環境や市全体の公共施設更新の状況を踏まえ、既

存施設の躯体を有効活用しながら経年劣化した内装や設備を更新する「機能更新型の

リフォーム」として実施するものです。限られた敷地と財源の中で最大の効果を発揮

し、本計画の理念や施策を空間的・機能的に具現化するための効率的な改修を進めま

す。 

 

（３）サービス・施設等の今後の方向性 

基本計画に掲げる「３つの基本方針」および「５つの基本目標」を受け、甲西図書

館において令和９年度の設計、令和 10 年度の工事実施に向けて進める具体的な改修

項目および整備の方向性は「（４）具体的な改修内容・取組アイデアの位置づけと今

後の進め方」の通りです。なお、具体的な改修項目や取組アイデアの検討にあたって

は、その確実性や検討の深さに応じて以下の３つの分類を設定し、段階的な進め方を

想定しています。 

 

分類 説明 

実施項目 早期かつ確実に実施する内容 

実施に向けた検討項目 設計等検討段階で詳細を詰めるべき内容 

将来に向けた検討課題 条件面等を見極めながら中長期的に検討する内容 

 

上記の分類に基づき、本計画では以下のような段階的な進め方を想定しています。 

「実施項目」については、設計・施工段階で具体的仕様やスケジュールを固めて確

実に実施します。例として、玄関外側床材の改修は安全確保のため早期に対応が求め

られます。 
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「実施に向けた検討項目」は、エレベーター増設など利便性向上に重要な案件であ

り、設計業務を通じて技術的・運用面の検証を進め、導入可否を決定します。 

「将来に向けた検討課題」はアクセス環境整備のように、ニーズ・予算・関係機関

調整が必要なため、本計画後も継続的に関係部局や地域と連携して検討していきま

す。 
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（４）具体的な改修内容・取組アイデアの位置づけと今後の進め方 

 

１．生涯学習の拠点としての蔵書の充実と、本との出会いを創出する空間の構築 

 

【改修・取組の方向性】 

来館者が多くの本を手に取れるよう、蔵書の蓄積を活かしながら年齢層やライフス

タイルのニーズに合わせた多面的な資料収集を行います。また、配架の工夫や書架に

ゆとりを持たせることで、探しやすさと見つけやすさを両立させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修・取組項目 分類 備考・補足 

書架配置計画の見直し（書

架の再配置） 

実施に向けた検討項目 カーペット更新に伴う書

架の移設を機に、レイア

ウト変更を行うか現状維

持とするかを含め、設計

段階で詳細を検討 

テーマ別配架、専用コーナ

ーの再整備 

実施に向けた検討項目 若年層等の利用促進に向

けた魅力ある資料・コー

ナーの再整備 

ICT を活用した検索・レコ

メンド機能の強化 

将来に向けた検討課題 今後の技術動向やシステ

ム更新を見据えた新たな

機能導入の検討 

【具体的な改修項目・取組アイデア】 

○書架配置計画の見直し： 

面陳列やテーマ別配架を取り入れ、本との偶然の出会い（セレンディピテ

ィ）を促すレイアウトへと刷新します。 

○若年層の利用促進に向けた魅力ある資料・コーナーの充実： 

中高生等の若年層が自然に本に親しめるよう、関心に寄り添った資料の充実

に努めるとともに、主体的な学習や多様なニーズに対応した魅力ある専用コー

ナーの再整備を検討します。 

○ICT を活用した検索・レコメンド機能の強化： 

利用者自身が端末からスムーズに蔵書や関連情報にアクセスできる環境を整

えます。あわせて、AI を活用した蔵書検索や新たな本との出会いを提案する機

能の導入について、今後の技術動向やシステム更新を見据えながら検討を進め

ます。 
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２．利用しやすく、より幅広い市民に届く図書館サービスの展開 

 

【改修・取組の方向性】 

地理的・身体的な理由により来館が困難な市民にもサービスが届くよう、移動図書

館や団体貸出に加え、非対面型の受取・返却環境の充実やバリアフリー化を推進しま

す。あわせて、市民の多様なライフスタイルに対応するため、開館日・開館時間の見

直しや利用しやすいアクセス環境の検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修・取組項目 分類 備考・補足 

玄関外側床材の改修 実施項目 安全性・快適性向上のた

めの必須改修 

エレベーター増設の検討 実施に向けた検討項目 物理的な設置の可否や費

用面も含め、実現に向け

た課題を設計段階で詳細

に検証・検討 

非対面型サービスの充実、

開館時間見直し 

将来に向けた検討課題 利便性向上を目指し制度

設計・運用検討を含め検

討継続 

アクセス環境の整備（駐車

場・周辺アクセス改善） 

将来に向けた検討課題 利用環境改善のための方

策検討。予算・課題整理

が今後の課題 

【具体的な改修項目・取組アイデア】 

〇玄関外側床材の改修： 

経年劣化した外装タイルを撤去し、改修することで、利用者の安全性とアクセ

スの快適性を確保します。 

〇エレベーター増設の検討： 

高齢者や障がい者、ベビーカー利用者が全フロアに円滑に移動できるバリアフ

リー化の動線確保に向け、将来的な設置可能性や効果について引き続き検討を進

めます。 

〇非対面型サービスの充実・開館時間の見直し： 

閉館時間外にも館外で予約本が受け取れる「予約本受取機」の導入検討や、多

様なライフスタイルに対応する開館日・開館時間の拡大を検討します。 

〇アクセス環境の整備： 

利用しやすい駐車場や周辺アクセス環境の改善を検討します。 
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３．市民それぞれの居場所となる空間づくり 

 

【改修・取組の方向性】 

市民アンケート等で要望の高い「学習スペースの拡充」や「安心して滞在できる居

心地の良い空間」の整備を進め、静と動の活動が共存できるゾーニングを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修・取組項目 分類 備考・補足 

会議室のグループ学習スペ

ース化 

実施項目 快適な学習・交流空間の

確保 

カーペットの更新 実施項目 館内の快適性を高めるた

めの必須改修 

空間・学習スペースの検討 実施に向けた検討項目 カーペット更新に伴う書

架移動の機会を活かした

ゾーニングや学習スペー

ス増設可能性の検討 

児童コーナーの空間整備 実施項目 子育て世代の多様な利用

を支える居心地の良い空

間の創出 

【具体的な改修項目・取組アイデア】 

〇グループ学習スペースの確保： 

グループ学習や協働的な学びに対応できるよう、会議室を専用の学習スペー 

スへ改修します。コンセントや照明等の必要な環境を整え、多様な学習ニーズ 

に応える質の高い空間を創出します。 

〇カーペットの更新と空間・学習スペースの検討： 

館内の快適性を高めるためのカーペットの更新にあわせ、工事に伴う書架の 

移動の機会を活用し、静かな空間と会話ができる空間等のゾーニング、個別学

習スペースの増設が可能かどうかの検討をあわせて進めます。 

〇児童コーナーの空間整備： 

靴を脱いで親子で一緒に絵本や本をゆったりと楽しむことができる、温かみ

のある居心地の良いスペースを整備します。 

〇長時間滞在への対応： 

飲食が可能な休憩スペースの設置検討や、長時間滞在でも疲れにくい家具・

照明等の環境整備を進めます。 
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長時間滞在への対応 実施に向けた検討項目 飲食スペースの検討や疲

れにくい家具・設備の導

入による快適な滞在環境

の整備 

 

４．市民とともに育つ図書館づくり 

 

【改修・取組の方向性】 

図書館内にとどまらず、屋外の環境や周辺施設（森北公園や文化ホール等）との一

体感を持たせ、市民の活動や交流が循環する「憩いの文化ゾーン」全体の魅力向上に

つなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修・取組項目 分類 備考・補足 

庭の人工芝化 実施項目 屋外利用や回遊性を高

め、イベントや憩いの場

として活用できる環境の

整備 

イベント・協働企画に対応

する空間活用 

実施に向けた検討項目 市民協働によるイベント

やビブリオバトル等の開

催に対応できる柔軟な空

間づくりの検討 

【具体的な改修項目・取組アイデア】 

〇庭の人工芝化： 

公共施設向けの高耐久・安全性を備えた人工芝を敷設します。屋外利用や回遊

性を高め、イベントや憩いの場として活用できる環境を整備します。 

〇イベント・協働企画に対応する空間活用： 

市民が図書館職員と協働して企画・開催できるイベントスペースの確保や、親

子で参加できる工作イベント、市民おすすめ本コーナー（ひと箱本棚）の設置、

ビブリオバトル等の開催に対応できる柔軟な空間づくりを検討します。 
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湖南市図書館協議会 

湖南市教育委員会事業評価委員会 

湖南市図書館 

 

第６章 

 計画の推進体制 

〇本計画の推進に当たっては、各施策の取組の状況や  成果を点検・評価し、さらに

次の取組みに活かしていく「PLAN（計画)」=>「DO (実施)」=> CHECK (点検・評 

価)」⇒「ACTION (改善)」の PDCA サイクルが重要です。 

〇目標に基づく具体的な施策の実施状況等を踏まえ、  設定した指標を用いて毎年度

客観的に進捗状況を点検・評価します。 

〇計画全体の進捗状況については、毎年度湖南市図書館協議会に報告し、意見を伺う

とともに、湖南市教育事業評価委員会において主要実施事業等の検証・評価を行いま

す。 

〇湖南市教育事業評価委員会の評価をフィード バックし、施策の実施や進行管理を

行います。 

  

PLAN

（計画）

DO

（実施）

CHECK
（点検・

評価）

ACTION
（改善）
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資料編 

人口の状況 

 ■総人口の推移 

 

 ■年齢別人口の推移 
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 ■外国籍市民の推移 

 

・少子化により、湖南市の人口は 2005 年(平成 17 年)をピークに減少傾向であり、人

口が減る中でも、老年人口(65 歳以上)は増加傾向です。 

・湖南市は、外国人労働者の流入による影響緩和の要素もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：第三次湖南市総合計画 
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統計からみる湖南市の現状 

 ①湖南市図書館の利用の動向等 

 ■蔵書の状況 

  

 年度 

  

種別  

石部図書

館 

  

甲西図書館  

合計 
甲西本館 移動図書

館 

甲西合計 

 

 

R7  

一般書 73,639 193,728 4,882 198,610 272,249 

児童書 27,556 66,261 13,614 79,875 107,431 

小計 101,195 259,989 18,496 278,485 379,680 

 

 

R6  

一般書 72,548 191,662 4,626 196,288 268,836 

児童書 27,896 65,280 13,404 78,684 106,580 

小計 100,444 256,942 18,030 274,972 375,416 

 

 

R5  

一般書 73,444 187,091 11,670 198,761 272,205 

児童書 29,536 60,291 18,055 78,346 107,882 

小計 102,980 247,382 29,725 277,107 380,087 

 

 

R4  

一般書 73,457 186,599 11,506 198,105 271,562 

児童書 31,475 59,083 17,942 77,025 108,500 

小計 104,932 245,682 29,448 275,130 380,062 

 

 

R3  

一般書 72,619 182,873 11,357 194,230 266,849 

児童書 31,059 58,204 17,816 76,020 107,079 

小計 103,678 241,077 29,173 270,250 373,928 

※雑誌・視聴覚資料・電子書籍を含まない 

 

・傾向：令和 7年度の総蔵書数は 379,680 冊であり、過去数年にわたり 37 万〜38万

冊台で安定して推移しています。 

・構成比：全体として一般書が約 7 割、児童書が約 3 割の構成比で安定しています。

移動図書館においては児童書の割合が比較的高く（R7 年度で 18,496 冊中 13,614

冊）、移動図書館が子どもたちの読書環境を支える重要な役割を担っています。 
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■貸出冊数 

  

 年度 

  

種別  

石部図書

館 

  

 甲西図書館  

合計 甲西本館 移動図書

館 

電子図書

館 

甲西合計 

 

R7 

一般書 46,566 169,452 1,978 453 171,883 218,449 

児童書 16,639 55,269 5,755 78 61,102 77,741 

小計 63,205 224,721 7,733 531 232,985 296,190 

 

R6 

一般書 50,237 168,154 2,626 554 171,334 221,571 

児童書 19,059 57,523 6,909 35 64,467 83,526 

小計 69,296 225,677 9,535 589 235,801 305,097 

 

R5 

一般書 51,865 166,191 2,710 652 169,553 221,418 

児童書 17,926 62,765 7,182 72 70,019 87,945 

小計 69,791 228,956 9,892 724 239,572 309,363 

 

R4 

一般書 54,141 167,175 2,684 771 170,630 224,771 

児童書 20,160 63,674 8,099 67 71,840 92,000 

小計 74,301 230,849 10,783 838 242,470 316,771 

 

R3 

一般書 55,328 178,598 2,425 854 181,877 237,205 

児童書 21,115 68,542 10,841 105 79,488 100,603 

小計 76,443 247,140 13,266 959 261,365 337,808 

 

・全体の動向: 貸出冊数は、R3 年度の 337,808 冊から R7年度の 296,190 冊へと、近

年は減少傾向にあり、30 万冊を下回る水準となっています。 

・種別・館別の傾向: 一般書・児童書ともに各館で減少が見られますが、特に石部図

書館の一般書や、移動図書館の児童書での減少が目立ちます。 

・電子図書: 導入されているものの、貸出数は数百冊規模にとどまっており、今後の

普及・活用促進が課題となっています。 
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 ■来館者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※来館者数は、自動測定機器が設置されている甲西図書館の数値のみを掲載しています。当該機器の導

入が令和７年６月であるため、同年６月以降のデータを集計しています。（石部図書館および令和７年５

月以前のデータはありません。） 

 

・月別の推移: R7 年度の甲西図書館における月別来館者数は、夏休み期間の 7 月

（7,957 人）に最も多くなり、次いで 9月（7,183 人）、10月（6,850 人）と続いてい

ます。一方、冬季（12月～2 月）に減少傾向があります。 

・利用者との関係: 参考値の「貸出人数」と比較すると、来館者数のおおむね 6 割程

度が実際に貸出を利用している計算になり、一定の目的を持って来館している様子が

わかります。 

  

R7 甲西図書館来館者数 参考)甲西図書館貸出

人数 

６月 6,055 3,932 

７月 7,957 4,264 

８月 6,706 4,937 

９月 7,183 4,013 

１０月 6,850 4,403 

１１月 6,849 4,005 

１２月 5,957 3,538 

１月 6,220 3,985 

２月 6,064 3,942 

３月 6,375 3,938 

計 66,216 40,957 
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 ■登録者数 

〇一般登録者数 

・一般の登録者数は全体的に増加傾向で、特に甲西図書館の一般登録者が多くなって

います。 

・R3: 537 人 → R7: 504 人は微減ですが、R6から R7 で増加しています。 

〇児童登録者数 

・児童登録者数は、全体で見ると R3 の 573 人から R6 の 326 人まで減少しましたが、

R7 では 399 人に回復しています。 

・登録館別に見ると、児童登録者数は全体の大部分を甲西が占めており、R3 から R7

まで概ね 80％以上を維持していますが、一方で石部の占める割合が R3の約 10％から

R7 には 17％超へと増加し、両館の比率に変化が見られます。 

☞甲西館の利用増と石部館の児童割合増加が見られます。利用減少原因を分析し、広

報強化で登録者数の安定拡大を図ることが重要と考えられます。   

    石部図書館 甲西図書館 全館 

    市内 広域 
（甲賀

市） 

計 市内 広域 
（甲賀

市） 

計 市内 広域 
（甲賀

市） 

計 

 

R7  

一般 128 3 131 322 51 373 450 54 504 

児童 69 0 69 326 4 330 395 4 399 

合計 197 3 200 648 55 703 845 58 903 

 

R6  

一般 93 7 100 266 49 315 359 56 415 

児童 37 0 37 287 2 289 324 2 326 

合計 130 7 137 553 51 604 683 58 741 

 

R5  

一般 82 2 84 264 44 308 346 46 392 

児童 45 0 45 407 4 411 452 4 456 

合計 127 2 129 671 48 719 798 50 848 

 

R4  

一般 99 2 101 302 60 362 401 62 463 

児童 33 0 33 458 8 466 491 8 499 

合計 132 2 134 760 68 828 892 70 962 

 

R3  

一般 106 13 119 314 104 418 420 117 537 

児童 55 1 56 510 7 517 565 8 573 

合計 161 14 175 824 111 935 985 125 1,110 
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 ■実利用者数 
    一般 児童 合計 一般

（市内） 
児童
（市内） 

合計
（市内） 

 

 

R7 

実利用者数 5,637 1,569 7,206 5,208 1,547 6,755 

市の人口       48,361 5,518 53,879 

実利用率       10.8% 28.0% 12.5% 

 

 

R6  

実利用者数 5,805 1,595 7,400 5,368 1,580 6,948 

市の人口       48,323 5,746 54,069 

実利用率       11.1% 27.5% 12.9% 

 

 

R5  

実利用者数 5,873 1,679 7,552 5,466 1,662 7,128 

市の人口       48,461 5,932 54,393 

実利用率       11.3% 28.0% 13.1% 

 

 

R4  

実利用者数 5,895 1,694 7,589 5,462 1,672 7,134 

市の人口       48,361 6,081 54,442 

実利用率       11.3% 27.5% 13.1% 

 

 

R3  

実利用者数 6,029 1,985 8,014 5,572 1,959 7,531 

市の人口       48,585 6,253 54,838 

実利用率       11.5% 31.3% 13.7% 

※実利用者数＝来館者や登録者の数ではなく、年度中に一回以上貸出をした人の実数。 

※実利用率＝実利用者÷人口（各年度４月１日または３月 31 日現在） 

 

〇実利用者数の推移 

・一般の実利用者数は、R3 の 6,029 人から R7の 5,637 人へ若干減少しています。 

・児童の実利用者数は、R3 の 1,985 人から R7の 1,569 人へ減少傾向が見られます。 

 

〇実利用率の傾向 

・市の人口に対する実利用率は一貫して約 11%前後で推移しており、大きな変動は見

られません。 

・一般では約 10～11%、児童では約 27～31%の範囲で安定しています。 

 

☞実利用者数自体はやや減少傾向にあるものの、利用率はほぼ一定で安定しているた

め、人口減少の影響が主因と考えられます。 

児童の利用率が高い点を踏まえ、児童向けサービスの充実が今後も重要であると考え

られます。 
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②主な図書館サービス等 

名称 内容 

調べもの相談（レファレンスサービス） 資料や情報を探すお手伝いをするサービ

スです。 

移動図書館車（マツゾウくん） 本を積んで市内 22 箇所を巡回し、図書

館サービスを届けています。 

電子図書館 利用者がインターネットを通じて電子書

籍を利用できる図書館サービスです。 

パソコンやスマートフォンから、いつで

も本の閲覧や貸出ができます。 

返却サービス 借りた本を市内のまちづくりセンター等

で返却できるサービスです。 

予約サービス 借りたい本を電話やインターネットで予

約できるサービスです。 

相互貸借 図書館同士が所蔵している資料を貸し借

りし、希望する利用者に資料を提供して

います。 

複写サービス 著作権法第 31 条に示された範囲内で図

書館の資料をコピーすることができま

す。 

国立国会図書館デジタル資料閲覧サービ

ス 
国立国会図書館の利用可能な電子資料の

検索•閲覧及び複写物を提供していま

す。 

■集会行事 

区分 名称 場所 時期 対象 

おはなし会 

おはなしの森 甲西図書館 

毎月第４金曜

日 

入園前 

図書館まつり

期間 

未就学児・小学

生 

よっといで 

たいむ 
石部図書館 

毎月第１日曜

日 

入園前 

図書館まつり

期間 

未就学児・小学

生 

ちっちゃなかぜお

はなしかい  
（ボランティア） 

甲西図書館 

奇数月 

第３土曜日 

入園前 

小学生 

映画会  甲西図書館 図書館まつり 子ども映画会 
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夏期 一般向け映画

会 

講演会 
平和記念講演会

等 
甲西図書館 

夏期 一般向け 

講座 
ボランティア養成

講座等 
甲西図書館 

適宜 一般向け 

 

■協力事業 

種類 内容 

図書館見学 小学生等に図書館の施設やサービスを紹介します 

職場体験 中学生向けの職場体験の受入れを行っています。 

施設等訪問 読み聞かせ等に司書の派遣を行っています。 

団体貸出 幼稚園や保育園等に団体貸出用の絵本を貸し出しています。 

 

■ブックスタート 

 10 カ月検診時に、絵本をプレゼントし、乳幼児が早期に「はじめての本」に出会

える機会を設けています。 

 



湖南市図書館基本計画策定ワークショップ 各グループで出た意見 

 

グループ１ 

・こどもやお母さんがほっとする居場所をつくりたい。 

・新空間で時を過ごせる 

・自由に自習スペースを使いたい 

・ゆっくり過ごしたい 

・何も考えず本に浸る 

・気分転換がタダでできる 

→本と一緒に！ 

 

・知りたいときに知りたい情報を 

・知らないことを知りたい 

・自分には考え付かないアイデアが欲しい 

→教えて！ 

 

・自分になれる場所がある 

・本や図書館に興味がない人に来てほしい。「ついで」を生かしたい 

・たくさんの人に利用してもらいたい 

・中学生、高校生、大学生に使いやすい施設にしたい 

・若者が気軽に来られる図書館。興味を持てる本を置く 

・自分では購入できない本を 

・湖南市在住の外国の人が身近に来られるような場所にしたい 

→こんな図書館いいなー！ 

 

・情報（新知識）を得られる 

・無料で本がどんどん読める 

・最新刊を読みたい 

・関連する国や自然を知る。 

・（家とは違う環境で）学習ができる 

→情報がいっぱい！ 

 

・たくさんの人に来てもらえるには、どうずればよいか知りたい 

・図書館を中心とした人の流れを作りたい（まちづくり） 

・活気がある図書館いしたい 

→地域と図書館 

資料２ 



 

・身近に歩いて行ける図書館を大切にしたい。 

・予約せずに使える公共施設 

→便利だな 

 

グループ２ 

「図書館だからできること」 

①各種行事 

・湖南市・滋賀県の名産展示 

・受賞本のコーナー 

 

②本と人を繋げる 

・本と人を繋げる力をもっと上げてほしい 

・文化の拠点（社会教育） 

 

③社会教育 

・資料専門のスタッフのいる場として社会教育を進めてほしい 

・館長の責任の下、運営がなされること 

・社会教育の視点のある館長を外からでも呼び、運営ができる 

・図書館のリーダーとして司書資格を持った運営に情熱をもった方を迎えて市民と新図書

館をつくる 

・司書の再教育をしっかり計画的におこなえる 

 

④社会と図書を繋げる 

・学校司書と図書館司書のつながりを密にして、学校司書がいても図書館司書が学校に行っ

てこどもと図書館を結ぶ 

・司書が地域とつながる活動ができる 

・中高生が立ち寄りたくなる明るさ（ポップさ） 

・公共性がある運営が期待できる。皆が公平でいられる 

 

⑤建屋の充実 

・次世代育成に特化した図書館がほしい 

・多機能融合型の建物で子育て支援も含めてほしい 

・まちの記憶がのこる建物をリノベーションする 

・建屋の充実（狭い） 

・石部図書館の充実 



・憩いの場所として 

 

⑥図書と交通機関の充実 

・図書館と直通する交通機関の整備 

 

「図書館であなたがしたいこと」 

①読書 

・たくさんの椅子にたくさんの人が座り、１日中読書三昧 

・「映え」コーナー 

・読書ができる場所づくり 

・テキストヒップを利用する。若者の来館のきっかけに 

 

②軽食、喫茶 

・カフェエリア充実 

・軽食、喫茶のできる環境づくり 

 

③個室で自習がしたい 

・個室の自習スペース 

 

④CDを聴く 

・書籍 CDを聴く 

 

⑤つどえる場所 

・会話も許されるにぎやかな場で人と交流を進めてほしい 

・グループ学習 

・談話室の設置 

・さわぐ音が他の人のじゃまにならないように対策が欲しい 

・こどもと社会をつなぐ拠点として子ども真ん中社会づくりを目指してほしい 

・若い世代を地域で育てる場として空間を作り直してほしい 

 

⑥各種講座 

・文化、地域の歴史の講座か受講・開催 

・自由に自分のおすすめの本を語る企画 

・皆でまちや未来を考える場がほしい 

・若い世代にむけ社会教育を進めてほしい 

・子どもたちに本の楽しさを感じてもらえる企画。ブックトーク。お話会から本へ。人形劇



から本へ。 

・子ども（乳幼児）時代の読書環境がその後の本との関わりをつくっていくと思うので、若

い親が図書館に向かう企画 

・ブックスタートで手渡した絵本が図書館への来訪につながるようなシステム 

 

⑦教育 

・図書館の有り様から若い世代の教育の必要性を示してほしい 

 

⑧まつぞう（移動図書館）活用 

・まつぞうくんを維持するためにもう少しあちこちでアピール（まちのおまつりなど） 

 

グループ３ 

・ハコモノにお金をかけない 

・あらゆる年代交流 

・滞在型の場 

・体育館。雨でも夏でも子どもが遊べる 

・グループで勉強できる場 

・雨がふってもタダで子どもを連れていける場 

・わちゃわちゃできる 

・動と静のものが一緒にある場 

・うるさいのも嫌だし、静かすぎるのも気になる 

・友達と一緒に勉強出来たらいいな 

・飲食スペースがあればいいな 

→リノベーションで実現 

 

・スタッフのコスプレ 

・夜遅くまで開いている図書館 

 

グループ４ 

・悩んだとき、本を通し同じ悩みの方の実例にふれられる 

・自分が読んで感動した本をおすすめするコーナーをつくる 

・自宅で所有いている本を図書館で使ってもらう 

・年齢層問わず集まることができる 

・目的がなくても暇なときふらっと行けるところ 

・交通弱者の方が図書カードを利用して無料で図書館に行ける 

・１館は特化した図書館があってもよい 



・開館時間の拡大（２館体制なら問題ないが） 

・イベントは図書館でなくてももっと人が集まるところでやるべき 

・漢字の読み書きバトルを開く 

・もっとイベントを開いてほしい 

・静かな読書タイム。睡眠も OK 

・くつろぎスペース 

・図書館の館内ツアー。書庫見学 

・本を借りて読むだけでなく湖南市内のイベントを一括して知りたい 

・高齢者と子どもを繋ぐイベント 

・深夜のオープン 

・若い世代、小中学生が気軽に立ち寄れる場所。自習だけではなくおしゃべりでもよい。小

さな声でしゃべれるスペースが必要 

・マンガの拡大 

・甲西高校生、甲西中学校生。帰りにふらっと寄ることができる場所 

・子どもがハイハイしても声を上げても OK。見守る人がいて親も子供も声を上げてワイワ

イできるイベント。そのあと本を借りていく 

・損得なしで実在して良い空間 

・民設官営。平和堂の３階など活用すれば 

・利用者の相談にのれる司書の人数は必須 

・会議スペースなどもあればよい 

・子どもの集う場所（放課後でも）。 

・中庭の拡充 

・基本計画では「１館体制」の前提を外した夢のある構想を 

・現在の２館体制でも足りないくらいである。石部とは限定しないが別館は必要 

 

グループ５ 

・ちょっとした勉強会 

・友人と気軽に課題をしたり勉強できるようにしたい 

・講演会 

・いろいろなワークショップ 

→交流の場 

 

・読書 

・落ち着いて過ごせる場所がほしい 

・課題、レポート 

・専門書。調べごとができる 



→基本的なこと 

 

・読書会 

・自分の好きな本を紹介する会 

→読書につながる交流の場 

 

・自由にしゃべっていいスペースをつくる 

・しゃべってもよい 

・友達とよく１日くらい勉強するから食事できる場所がほしい 

・飲食をしてもよい 

・より快適に過ごせるように（飲食スペース、ウォーターサーバーなど） 

・マンガを置いてほしい 

・流行の本や、まだ新しい知らない本を読みたい 

→いまプラスアルファでやってほしいこと 

 

・ゲーム（ボードゲーム含め） 

・３Dプリンタなどの設備が使える 

・パソコン関係の講座 

・運動できるスペース 

・本屋が少なくて本がなかなか買えないので本を売ってほしい 

→新しくやってほしいこと 

 



資料３

- 1 -



- 2 -



- 3 -



- 4 -



- 5 -



- 6 -



- 7 -



- 8 -



- 9 -



- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -



- 15 -



- 16 -



- 17 -



- 18 -



- 19 -



- 20 -



- 21 -



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -


